
『
喩
伽
師
地
論
』
有
尋
有
伺
等

三
地

の
研
究

(
一
)
(清

 
水
)

『
喩
伽
師
地
論
』
有
尋
有
伺
等
三
地
の
研
究

(
一
)

-
十

六
異
論
に
関
す
る
考
察
-

清

水

海

隆

『
喩
伽

師

地

論

』

(
以
下

『
喩
伽
論
』

と
略

す
)

は

そ

の

本

地

分

十

七

地

中

の
第

三

・
四

・
五

の

三

地

に

お

い
て
有

尋

有

伺

等

三

地

を

説

い

て

い
る
。

そ

し

て
、

そ

の

三

地

は

界

施

設
建

立

(d
h
a
t
up
ra
j
nap
ti
vy
a
v
a
-

s
th
a
n
a
)
・
相

施

設

建

立

(
l
a
k
s
a
n
a
p
ra
j
nap
t
i
vy
a
va
sth
a
n
a
)
・
如

理

作

意

施

設

建

立

(y
on
i
s
o
m
a
n
a
s
ka
r
ap
ra
j
nap
ti
vy
a
v
asth
an
a
)
・
不

如

理

作

意

施

設

建

立

(
a
y
o
n
i
som
an
a
s
aar
ap
r
j
n
a
p
tiv
y
av
a
sth
a
n
a
)
・
雑

染

等

起

施

設

建

立

(s
a
m
k
le
s
apr
a
j
nap
tiv
y
a
v
a
sth
a
m
)

の

五

段

に

分

け

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

中

、

第

四

番

目

の

不

如

理

作

意

施

設

建

立

段

に
(
1
)

お
い
て
は
十
六
種

の
異
論

(
s
o
d
a
s
a
 

P
arav
ad
a
)が
説
示
さ
れ

て
い
る

が
、
本
小
論
は
こ
の
十
六
種
の
異
論
に
つ
い
で
若
干
の
考
察
を
試
み
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
既
に
宇
井
伯

寿
博
士
が

『
喩
伽
論
研
究
』
に
お
い
て
漢
訳
資
料
を
中
心
と
し
た
研
究

(
2
)

を
さ
れ
、
ま
た
神
子
上
恵
生
教
授
は
十
六
の
中
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て

(3
)

個
別
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
今

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
て

考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ

て
、

ま

つ

『
喩

伽

論

』

が

そ

の
末

尾

に

お

い

て

「
於

二
一
切

種

一皆

不

レ
応
レ
理

」

と
述

べ

て

い

る
十

六

種

の
異

論

に

つ

い

て
、

『
喩

伽

論

』

自

体

の
記

述

を

中

心

と

し

て
そ

の
内

容

と

そ
れ

を

主

張

す

る
人

々
を

示

す

こ
と

と
す

る
。

(1
)因

中

有

果

論

(
h
e
t
u
pha
la
sa
d
-
v
a
d
a
)

常
常
時
恒
恒
時
於
二
諸
因
申

一具
有
二
果
性
。
謂
雨
衆
外
道
作
二
如
レ
是
計
殉

こ
れ

は

常

に

因

中

に

果

が

存

在

す

る

と
す

る
説

で
あ

り

、

サ

ー

ン
キ

ャ
学
派

の
雨

衆

外

道

(
V
a
r
o
a
g
q
a
n
y
a
)
の
説
で

あ

る

と

さ

れ

る
。

こ

の

V
a
r
a
a
g
a
m
y
a
に
つ
い
て
梵

文

テ

キ

ス
ト

の
編

者

じd
h
a
tta
c
h
a
r
y
a

は

、

サ

ー

ン
キ

ャ
学

派

の

く
in
d
h
y
a
v
a
s
a

の
学

匠

で
あ

り

、

こ

の

く
in
d
h
-

y
a
v
a
sa

が
世

親

と
同

時

代

に
有

力

で

あ

っ
た

こ
と

を
註

に

示

し

て

い

る
。

(2
)従

縁

顕

了

論

(a
b
h
iv
y
a
kti-v
ad
a
)

一
切
諸
法
性
本
是
有
従

二衆
縁

一顕

不
二従

レ縁

生
殉
謂
即
因
中
有
果
論
者
及
声

相
論
者
作
二
如
レ
是
計

殉
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諸
法

の
実

体

は

本

来

的

に
存

在

し
、

そ

れ

が

諸
縁

を
待

っ
て
生

じ

て

く

る

と

す

る
説

で
(
1
)の
因

中
有

果

論

と

連

続

す

る

も

の
で

あ

る
。

説

者

と

し

て

は
因

中

有

果

論

者

す

な

わ

ち

サ

ー

ン

キ

ャ
学

派

と

声

相

論

者

(
s
a
b
d
a
-
a
k
s
a
n
a
v
a
d
i
n
)
が

示

さ

れ

て

い

る
。

こ
の

声

相

論

者

と

は

声

常

住

論

を
主

張

す

る

ミ
ー

マ
ー

ン

サ

ー

学

派

に

比

定

さ

れ

る
。

尚

、

B
h
a
tta
c
h
a
r
y
a

は

こ
れ
を

文

法

学

派

と

し

て

い

る
。

(3
)去

来
実

有

論
(
a
t
i
t
a
n
a
g
q
a
t
a
d
r
a
v
y
a
s
a
d
-
v
a
d
a
)

有

二過
去

一有
二
未
来

唄其
成
就
猶

如
二現

在

一実

有
非
レ
仮
。

…
…
謂

如
二
経

二章

一
切
有
者
即
十

二
処
此
十

二
処
実

相
是

有
。
又
薄
伽
梵
説

ニレ
有
過
去
業

幻
又

説
下
有
二
過
去
色

一有
二
未
来
色

一広
説

乃
至
識
亦
如
吾
是
。

過

去

・
現

在

・
未

来

の

三

世
実

有

を

説

く

論

で
あ

り
、

宇

井
博

士

は

仏

教

内

の
説

と
し

経

典
ハ
は

阿
含

経

中

の

も

の

と

す

る
。

又
、
B
h
a
tt
a
-

c
h
a
r
y
a
は

説

一
切

有

部

の
説

と

し

て

い
る
。

な

お

、

こ

の
説

を

ヴ

ァ

ー

イ

シ

ェ
ー

シ
カ

学
派

及

び
時

間

論

者

の
も

の
と

す

る
説

も

あ

る
。

(4
)計

我

論

(
atm
a
-v
a
d
a
)

有

二我
薩
唾
命
者
生
者

一有
二
養
育

者
数
取
趣
者

一如
レ
是
等
諦

実

常

住
。
謂

外

道

等
作
二
如
レ
是
計
幻

我

の
常

住

を
説

く

論

で
あ

り

、

我

以

下

の
も

の

は
外

教

の
我

を

分

類

す

る
十

六

神

我

に
含

ま

れ

て

い

る

こ

と
か

ら

も

外

教

一
般

の
論

で
あ

る

こ
と

が

う

か
が

え

る
。

(5
)計

常
論
(
s
a
s
v
a
t
a
-
v
a
d
a
)

我
及
世
間
皆
実

常
住
非

二
作
所
作

一非
二
化

所

化
殉
不
ニ
レ
可

損

害

一積

聚

而

住

如
二
伊
師
迦
幻
謂
計

二前
際

一説

二
一
切
常

一者

説
二
一
分
常

一
者
、
及
計

二
後
際

一

説

二
有
相

一者
説
二
無
相

一者
説

二
非
想
非

非
想

一
者
、
復

有
下
計
二
諸

極
微

是

常

住

一者
加

我

と

世

間

の
常

住

を
説

く

説

で
、

六

つ
に
分

け
ら

れ

て

い

る
。

す

な

わ

ち

一
切

常

住

論

・

一
分
常

住

論

・
有

想

論

・
無

想

論

・
非

想

非

非

想

論

・
極

微

常

住

論

で
あ

る
。

こ

の
論

は

サ

ー

ン

キ

ャ
学

派

に
比

定

さ

れ

る
。

(6
)宿

作

因

論

(p
ur
v
a
k
r
t
a
h
e
t
u
-
v
a
d
a
)

凡
諸
世
間
所
有

士
夫
補
特
伽
羅
所
受
…
…
皆

由
二
宿
作

為
フ
因
…
…
由

三
勤

精

進
吐
二
旧
業

一故
…
…
現

在
新
業
由
二
不

作

因

之

所
7
害

故
…
…
如
レ
是

於
レ
後

不
二
復
有
ワ
漏

…
…
由

レ
無
レ
漏
故
業
尽
…
…
由
二
業
尽

一故
苦
尽
…
…
得

ニ
レ
証
苦

辺

一
…
…
謂

無
繋
外
道
作
二
如
レ
是
計
殉

人

の
所

受

の
苦

は
前

世

の
業

を

原

因

と

し
、

現

在

の
苦

行

に

よ

っ
て

そ

れ

は
滅

せ

ら

れ
輪

廻

を

脱

す

る

と
す

る
説

で
無

繋

外
道

す

な

わ

ち

ジ

ャ
イ

ナ

の
説

と

さ

れ

て

い

る
。

(7
)自

在
等

作

者
論
(
i
s
v
a
r
a
d
i
k
a
r
t
r
-
v
a
d
a
)

凡
諸
世
間
所
有

士
夫
補
特
伽
羅
所
受
彼

一
切
或

以
二
自
在
変

化

一
為
レ
因

或

余

丈

夫
変
化
為
レ
因

諸
如
レ
是
等
謂
説
二
自
在

等
不
平

等
因

論

一者
作

二
如
レ
是
計

鱒

人

の
受

く

る
所

の

一
切

は
自

在

天
す

な

わ

ち
創

造

主

に

よ

る

と

す

る

説

で
、

大

自

在

天
外

道

の
説

で
あ

る

と

さ

れ

て

い
る
。

(8
)害

為

正
法

論

(
h
i
m
s
a
d
h
a
r
m
a
-
v
a
d
a
)

若
於

二彼
祠
中

一呪
術
為
レ
先
害
二
諸
生
命

一若
能
祀
者
若
所
害
者
若

諸

助

伴

如

『
喩
伽
師
地
論
』

有
尋
有
伺
等
三
地

の
研
究

(
一
)
(
清

水
)
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『
喩
伽
師
地
論
』
有
尋
有
伺
等

三
地

の
研
究

(
一
)
(清

 
水
)

レ
是

一
切
皆
得
レ
生
レ
天
…
…
於
二
謬
競

悪
劫

起
時

一諸
婆

羅
門
違
二
越
古
昔
婆
羅

門
法

一為
レ
欲
レ
食
レ
肉
妄
起
二
此
計
殉

祭
壇

に
於

い

て
供

犠

を

そ
な

え

る
為

に
殺

生

す

る
事

に
関

係

す

る

も

の
が
生

天

す

る

こ

と
を

説

く

も

の

で
、

末

世

に

お

い

て
肉

食

を

欲

す

る

バ

ラ

モ

ン
の
説

で
あ

る

と

す

る
。

働

有

辺
無

辺
論
(
a
n
t
a
n
a
n
t
i
k
a
-
v
a
d
a
)

世
間
有
辺
、
世
間
無
辺
、
世
間
亦
有
辺
亦
無
辺
、
世
間
非
有
辺
非
無
辺
。

世

間

に
関

し

て
各

々
有

辺

・
無

辺

・
有

辺
無

辺

・
非

有

辺
非

無

辺

の

四

句

分

別

を
説

く

も

の

で
、

説

者

は

比
定

さ

れ
得

な

い
。

(
1
0
)

不

死
矯

乱

論

(
a
m
a
r
a
v
i
k
s
e
p
a
-
v
a
d
a
)

彼
諸
外
道
若
有
レ
人
来
依
一最

勝
生
道

一問
二
善
不
善

↓
依

二決

定
勝

道

一問

二
苦

集
滅
道

↓
便
自
称
言
二
不
死
乱
者

一随
二
於
処
所

帽依

二不

死
浄

天
不

乱
詰
問

一即

於
二彼

所
問

一以
レ
言
矯
乱
或
託
二
余
事

一方
便
避
レ
之

或

但

随

二
間

者

言
辞

一而

転
。

善

不
善

・
苦

集

滅

道

な

ど

の
問

題

に
関

し

て

の
懐

疑

論

で

あ

り
、

サ

ン
ジ

ャ

ヤ

の
論

弁

論
等

に

比
定

さ

れ

る
。

(1
1
)
無

因

見

論
(
a
h
e
t
u
k
a
a
-
v
a
d
a
)

我

及
世
聞
皆
無
因
生
。

我

お

よ

び

世
間

が
因

な

く

し

て

生

じ

る

と

説

く

も

の

で
、

ア
ジ

タ
、

フ
ー

ナ

ラ
、

マ

ッ
カ

リ

な

ど

の
論

師

に

比
定

さ

れ

て

い
る
。

(
1
2
)
断
見
論
(
u
c
c
h
e
d
a
-
v
a
d
a
)

我
有
二鹿

色
一
四
大
所
造
之
身
住
持
未
レ
壊
爾
時
有
レ
病
有
レ
癖

有
レ
箭
若
我

死
後

断
壊
無
レ有
爾
時
我
善
断
滅
…

。

我
の
死
後

の
断
滅
を
説
く
も
の
で
あ

っ
て
四
大
種

の
み
の
実
在
を
認

め
て
い
る
。
宇
井
博
士
は
順
世
外
道
に
比
定
し
て
い
る
。

(
1
3
)
空
見
論
(
n
a
s
t
i
-
v
a
d
a
)

無
ニレ有
施
与
一無
ニレ有
愛
養
一無
ニレ有
祠
祀
一広
説
乃
至
世
間
無
ニレ
有
真
阿
羅

漢

…
…
無
ニレ有

一
切
諸
法
体
相
殉

施
与

・
愛
養

・
祠
祀
、
妙
行

・
悪
行

・
果
異

熟
、
彼
此
の
世
間
、
父

母
、
化
生

の
有
情
、
真
の
阿
羅
漢
等
の

一
切
諸
法
の
体
性
は
な
い
と
す

る
説
で
あ
り
、
『
沙
門
果
経
』
に
見
い
出
さ
れ
る
ア
ジ
タ
の
説

と
同

一

の
も
の
で
あ
る
。

(
1
4
)
妄

計
最
勝
論
(
a
g
r
a
a
-
v
a
d
a
)

婆
羅
門
是
最
勝
種
類
、
刹
帝
利
等
是
下
劣
種
類
…
…
梵
王
体
胤
。
謂
闘
謬
劫

諸
婆
羅
門
作
二如
是
殉

バ
ラ
モ
ン
は
最
勝
種

・
白
浄
色
類
な
い
し
梵
王
の
子
等
と
し
て
そ
の

優
秀
性
を
説
く
も
の
で
、
闘
課
劫
の
時
の
バ
ラ
モ
ン
の
説
と
す
る
が
、

具
体
的
に
は
比
定
さ
れ
得
な
い
。

(
1
5
)

妄
計
清
浄
論

(
s
i
d
d
h
i
-
v
a
d
a
)

若
我
解
脱
心
得
二自
在
一観
得
二自
在
一…
…
是
則
名
ニレ得
現
法
浬
梨
第

一
清

浄
…
若

有
二衆
生
一於
二孫
陀
利
迦
河
一沐
二浴
支
体
一所
有
諸
悪
皆
悉
除

滅
Q
…
…
復
有
二外
道
一計
下持
二拘
戒
}以
為
中清
浄
加
…
…
謂
説
二現
法
浬
架
一

外
道
及
説
一永
等
清
浄
肖外
道
作
二如
レ是
計
鱒

我
が
解
脱
し
て
心

(止
)
観
が
自
在
と
な
れ
ば
浬
繋
を
得
る
と
な
す
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等

の
五

現

法

浬

榮

と

、

沐

浴

・
持

戒

に

よ

る

清
浄

と

を

説

き
、

前

者

を

説

現

法

浬

架

外

道

(
順

世

外

道

か
)
、
後

者

を

説

水

等

清

浄

と

す

る

。

(
1
6
)
妄
計
吉
祥
論
(
k
o
t
u
k
a
m
a
n
g
q
a
l
a
-
v
a
d
a
)

若
世
間
日
月
薄
蝕
星

宿
失
レ
度
所
レ
欲
レ
為
事
皆
不

二成

就
↓
…
…
為

二
此
義

一故

精

勤
供
二
養
日
月
星

等

一祠
レ
火
諦
レ
呪

…
…
謂

二
暦
算

一者
作

二
如
レ
是
計
殉

日

月
星

宿

に

よ

り

所

欲

の
事

の
成

就

・
不

成

就

が
あ

る
故

に
、

そ

れ

を
祭

り
供

養

す

る

と

す

る
説

で
、

暦

算

外

道

の
説

と

さ

れ

る
。

右

の
よ

う

に

『
喩
伽

論

』

は
外

教

の
説

と

し

て
十

六

を

あ

げ

る

が

、

そ

れ

ら

は

六
師

外

道

関

係

(
マ
ッ
カ
リ
、

ア
ジ
タ
、

サ

ン
ジ

ャ
ヤ
、

ジ

ャ
イ

ナ
、

。フ
ー

ラ
ナ
)
、

六
派

折
口
学

関

係

(
サ
ー
ン
キ
ャ
、
ヴ

ァ
ー
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
、

ミ
ー

マ
ー

ン
サ
ー
、
文
法
学
派
)

が

中

心

を

占

め

て

お

り

、

仏

教

内

で

知

ら

れ

て

い
た

で
あ

ろ
う

主

要

な
外

教

を
網

羅

的

に
取

り

上
げ

よ

う

と

し

た

事

が
推

測

で

き

る
。

特

に
三

世

実

有

を

説

く

去

来

実

有

論

、

我

の
常

住

を
説

く

計

我

論

、

我

と
世

間

の
常

住

を

説

く

計

常

論

の
常

住

関

係

三

論

に
対

す

る
論

破

に
多

く

を

あ

て

て

い
る

こ

と

は
、

最

初

期

の
唯

識

論

書

と

し

て

の

『
喩
伽

論
』

の
性

格

か
ら

し

て
注

目

さ

れ

る

こ
と

で
あ

る

。

と

こ
ろ

で

『
喩

伽

論

』

は
摂
事

分

に

お

い
て

十

六

異

論

と

は
別

に
外

道

の
悪

見

趣

と

し

て
以

下

の
様

な

六
十

二
見

を

説

い

て

い

る
。

有
二
六
十
二
諸
悪
見
趣

殉
謂
四
常
見
論
、

四

一
分
常
見

論
、
二

無

因

論
、
四

有
辺
無
辺
想
論
、

四
不
死
矯
乱
論
、
如
レ
是
十
八
諸
悪

見
趣

是

計
二
前

際

一
説

レ
我
論
者
。
又
有

二
十
六
有

見
想
論
、
八
無
想
論
、

八
非
有
想
非

無
想
論
、

七

断

見
論
、
五
現
法

浬
盤
論

↓
此
四
十
四
諸
悪
見
趣
是
計

二後
際

一説
レ
我
論
者

。

(4
)

(
後
略
)

い
ま

一

一
の
内

容

を
述

べ

る
余

裕

は

な

い

が
、

こ
れ

ら

は
長

阿

含

の

『
梵

網

経

(B
ra
h
m
a
j
a
l
a
s
u
t
t
a
)
』
の
後
半
に

説

か

れ

て

い
る

も

の

で
あ

(5
)

り
、

先

の
十

六

異

論

と
対

照

し

て

み

る

と
計

常

論

・
有

辺
無

辺

論
、

不

死

矯

乱

論
、

無

因

見

論

、
・
断

見

論

、

妄

計

清

浄

論

の
各

論

の
全

て
、

或

い
は

一
部

分

が

六

十

二

見

の
各

項

目

に
ほ

ぼ
あ

て

は

ま

る

と
考

え

ら

れ

る
。

阿
含

経

成

立

の
時

期

に
関

す

る
考

察

を

お

き
、 

一
般

的

に

は

そ

の

方

が

古

い
と
考

え

ら

れ

る

の

で
、

十

六

異

論

は
六

十

二
見

を

そ

の
基

礎

に

お

き
、

欠

如

し

て

い
た

上

述

の
六

師

外

道

・
六

派

哲

学

関

係

の
も

の

を
中

心
的

に
加

え

て

成

立

し

て

い

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

の

で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。

な

お
、

そ

の
論

拠

と

し

て

の

パ

ー

リ

文

切
ra
h
m
a
ja
la
sg
ta

と
梵

文

『
喩

伽

論

』

と

の
比

較

、

及

び

十

六

異

論

中

の
そ

の
他

の
も

の

の
対

応

論

書

と

の
比

較

等

は
他

の
機

会

に
譲

り

た

い
。

1
 
『
喩

伽

論
』

巻

六

(
大

正

三
〇

巻
三
〇

三

b
-
三

三
二
a
)

・
T
h
e

y
o
g
a
ca
r
a
b
h
um
i
o
h
a
c
a
r
y
a
A
sa
n
gq
a
,
 
P
a
rt
 
I
 ed
.
b
y
 V
.
B
h
a
-

tta
c
h
ar
y
a
”
一

一
八
-
一

六
〇
頁
。

2
 
宇
井

伯
寿
著

『
喩
伽
論
研
究
』

一

九
-
二

七
八
頁
。

3
 
神
子

上
恵

生
稿

「喩
伽
師

地
論

に
於

け
る
サ
ー

ン
キ

ャ
説

批
判
」

(『
龍

谷
大
学
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
』

五
)
・
同

「喩
伽

師
地
論

に

於

け

る

極

微
説
批
判
」

(『
印
仏
研
』

十
五
-
二
)

・
同

「喩
伽
師

地
論

に

お

け

る

外

教
説
批
判
」
(
龍
谷
大
学

仏
教
学
会
編

『
仏
教
文
献

の
研
究
』
所
収
)

等

。

4
 
『
喩
伽
論
』
巻

八
十

七

(
大

正
三
〇

・
七
八
五

c
以
下
)
。

5

パ
ー
り
、
B
r
a
h
m
a
n
a
j
a
l
a
 
s
u
t
t
a
a
、
(
D
.
N
.
(
1
)
2
8
-
)

漢
訳

『
仏
説
長
阿
含
経
』
巻
十

四
梵
動
経

(
大
正

一
巻
)
・
『
梵
網

六
十

二

見
経
』

(
大
正

一
巻
)

が
あ
る
。

(
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
研
究
員
)

『
喩
伽
師
地
論
』

有
尋
有
伺
等
三
地

の
研
究

(
一
)
(
清
 
水
)
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